
資料№１ 
ごみ処理手数料の修正案について 
 
【直接搬入ごみ処理手数料】 
 
○平成２５年度までに１０ｋｇ当たり１２０円に引き上げ 

激変緩和措置として、 
○平成１９年度から１０ｋｇ当たり８０円に引き上げ、 

以後は、ごみの減量化実績や社会経済情勢等を考慮し、段階的に引

き上げる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○平成２０年度から１０ｋｇ当たり６０円 

以後は、ごみの減量化実績や社会経済情勢等を

考慮し、随時見直しする。 

 
 
 
 
 
 
※変更の理由 

平成１５年度の直接搬入ごみ処理手数料の改正において、実質ごみ

処理経費に対する負担率を３０％に設定したことから、これを根拠と

したい。 
 

年度 ごみ処理経費(千円) ごみ搬入量（トン） 10kg 当り単価 

Ｈ１５ ５００，８２５ ２２，４５２ ２２３円 

Ｈ１６ ４５０，２７５ ２２，４８６ ２００円 

Ｈ１７ ５１６，３４１ ２２，９９５ ２２５円 

平均 ４８９，３１４ ２２，６４４ ２１６円 

 

平均単価×負担率＝２１６円×３０％＝６４．８円≒６０円 

 



資料№３ 資料№２ 
併せ産廃の受入基準について 
 

① 清掃センター受入量の現況 

紙くず 木くず 動植物性残渣 繊維くず 合 計 

２００トン ５００トン ２,５００トン ０トン ３,２００トン 

３００トン以上の事業者：３社（動植物性残渣） 

２００トン以上の事業者：１社（動植物性残渣） 

５０トン以上の事業者：３社（動植物性残渣）、１社（木くず） 

２０トン以上の事業者：１社（動植物性残渣）、１７社（木くず）、７社（紙くず） 

 

② 受入基準案 
・ 併せ産廃は、原則受入禁止とするが小規模事業者を育成するため、許

可制により受入数量を制限する。 

・ 受入基準は、業種、経営規模、ごみ種に関わらず「１事業者の年間受

入数量」を制限する。 

また、受入数量を平成２１年度から２５年度まで段階的に減らし、事

業者の減量化努力を促すこととする。 
 

 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

受入数量 ４００トン ３００トン ２００トン １００トン ５０トン 

減量効果 ５９０トン ８９０トン １,２５０ﾄﾝ １,６５０ﾄﾝ １,８９０ﾄﾝ 

 

③ 受入許可制の実施案 
・ 該当事業者は、毎年受入許可申請書とその年の減量計画書を市長に提

出する。 

・ 実施までの期間、市は個別に当該事業者の減量化相談に当たる。 

・ 三条市の融資制度の紹介（中小企業設備近代化促進資金、小規模企業

者振興資金など） 

 

④ 産業廃棄物資源化施設（動植物性残渣リサイクル処理施設） 

○㈱サニーテック（三条市） 
 処理能力：１日 112 ㎥（約 112 ﾄﾝ） 

 処理料金：250 円/10kg（標準処理料金） 

○東日本肥料㈱（長岡市） 
 処理能力：１日 30 トン 

 処理料金：搬入量及び搬入頻度により、その都度協議 

○ニイガタ食品リサイクルセンター㈱（新潟市） 
 処理能力：１日 50 トン 

 処理料金：250 円/10kg 年間 100 ﾄﾝ以上搬入は 200 円/10kg 


